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上
記
の
図
は
、
明
治
初
期
の
牧
野
地
区
の
村
絵
図
で

あ
る
。
黄
色
で
着
色
さ
れ
て
い
る
場
所
は
耕
地
、
青
色

が
山
林
で
あ
る
。
ピ
ン
ク
の
部
分
が
集
落
で
あ
る
。  

 

こ
の
広
大
な
山
林
の
部
分
が
「
御
林
」
「
お
ん
は
や
し
・

ご
り
ん
」
と
呼
ば
れ
た
。
も
と
も
と
砂
礫
の
堆
積
層
が

表
面
を
覆
い
、
水
が
十
分
に
い
き
わ
た
ら
な
い
場
所
の

た
め
開
発
が
遅
れ
る
と
と
も
に
、
尾
張
藩
の
林
野
地
と

し
て
保
存
さ
れ
、
維
新
以
後
国
に
接
収
さ
れ
て
公
有
林

野
と
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。 

 
 

濃
州
徇
行
記
と
「
牧
野
」
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら 

  

加
茂
郡
下
牧
野
村 

米
田
荘 

 

竹
腰
小
傳
次
采
地 

東
西
十
六
町
南
北
十
一
町  

四
隅 
南
は
木
曾
川
を
限

る 

北
は
今
村 

西
は
小
山 

東
は
上
牧
野
村 

 

曰
く
「
此
の
村
は
民
戸
木
曾
川
の
北
岸
に
連
綿
と
し
て

あ
り
、
小
百
姓
ば
か
り
な
り
」
「
農
業
一
事
の
處
に
て

高
に
准
じ
て
は
作
人
多
く
、
上
牧
野
村
の
田
地
を
承
け

つ
く
る
と
な
り
」 

  

下
牧
野
村
の
集
落
は
、
木
曾
川
の
北
岸
に
沿
っ
て
長

細
く
存
在
し
、
大
き
な
百
姓
は
い
な
い
。
農
業
の
み
で
生
計
を
た
て
、
人

口
が
多
い
の
で
上
牧
野
村
に
出
作
り
を
し
て
い
る
。 

  

「
畠
は
木
曾
川
の
邊
へ
付
て
あ
り
日
向
よ
き
處
な
り
、
し
か
し
、
砂
地

に
て
麥
な
ど
實
り
悪
し
し
、
田
は
御
林
と
山
の
交
ひ
に
東
西
へ
さ
し
な
が

く
あ
り
」 

  

畠
は
、
木
曾
川
べ
り
に
あ
っ
て
、
日
照
は
良
い
。
地
質
は
砂
地
で
作
物

の
実
り
は
よ
く
な
い
。
水
田
は
林
地
と
山
の
境
に
細
長
く
存
在
す
る
。 

 

「 

字
「
宮
前
」
「
溝
越
」
「
ミ
ヤ
野
」
「
下
渡
リ
」
「
縄
手
」
「
箱
岩
」

「
天
神
」
「
ア
ザ
ミ
原
」
「
横
山
」
「
馬
越
」
「
迫
間
」
な
ど
云
う
な
り
」 

  

「
又
、
村
落
の
中
通
り
に
東
西
へ
長
き
沼
田
あ
り
、
是
は
見
取
也
、
総

体
此
村
は
御
林
、
上
牧
野
よ
り
小
山
界
ま
で
つ
づ
き
見
通
し
悪
し
き
村
立

な
り
」
当
時
は
村
人
も
迷
う
よ
う
な
土
地
で
あ
っ
た
。 

ヨ
ナ
ダ
ー
が
下
米
田
・
牧
野
の
色
々
な
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
よ 

牧
野
」
の
特
徴
は
「
御
林
」
に
あ
り 


